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一

こ
の
た
び
、
竹
内
好
の
昭
和
十
二
年
次
の
日
記
を
閲
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、

次
の
記
載
が
目
に
と
ま
っ
た
。

一
月
十
五
日
　
（
金
）

晴
。
五
反
田
相
馬
屋
に
て
原
稿
紙
を
購
め
、
武
田
を
訪
う
。
金
を
借
る
。

夕
刻
帰
る
。
『
文
芸
通
信
』
　
二
月
号
、
吉
村
、
武
田
、
一
戸
、
小
田
等
、

中
国
文
学
特
輯
あ
り
。
『
芥
川
全
集
』
　
漫
読
。
末
だ
　
『
自
得
堂
』
　
に
着
手

せ
ず
。

あ
わ
せ
て
、
昭
和
十
二
年
の
　
「
文
贅
通
信
」
　
二
月
号
　
（
第
五
巻
第
二
号
・
昭

和
十
二
年
二
月
一
日
発
行
）
　
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
武
田
泰
淳
が
「
中
国
作
家

列
俸
」
と
い
う
一
文
と
、
貌
金
枝
の
長
編
小
説
「
自
旗
手
」
に
つ
い
て
の
「
作

品
紹
介
」
と
翻
訳
し
た
上
で
の
概
要
を
発
表
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
れ
は
、
『
増
補
　
武
田
泰
淳
全
集
』
　
に
未
収
録
で
あ
り
、
武
田
年
譜
の
走

本
と
も
い
う
べ
き
古
林
尚
氏
作
製
の
「
武
田
泰
淳
年
譜
」
〔
『
増
補
　
武
田
泰

淳
全
集
』
　
の
別
巻
　
『
増
補
　
武
田
泰
淳
研
究
』
　
（
昭
和
五
十
年
三
月
筑
摩
書
房
）

に
収
録
〕
　
に
も
そ
の
存
在
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。

本
稿
で
は
、
こ
の
「
中
国
作
家
列
博
」
お
よ
び
貌
金
枝
の
小
説
「
白
旗
手
」
の
「
作

品
紹
介
」
と
概
要
を
紹
介
し
、
武
田
文
学
誌
の
空
自
を
埋
め
た
い
。

ま
ず
は
全
文
を
掲
げ
る
。
な
お
、
仮
名
遣
い
、
旧
漢
字
の
表
記
等
は
原
文
の

ま
ま
と
し
た
。
句
読
点
の
不
備
に
つ
い
て
も
あ
く
ま
で
原
文
に
し
た
が
い
、
敢

え
て
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

中
国
作
家
列
侍

武
　
田
　
泰
　
淳

「
創
造
社
」
「
文
学
研
究
合
」
　
の
二
大
作
家
集
圏
は
い
つ
の
ま
に
か
沿
え
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